
蘭越町の魅力ポイント ■面積 449.78km2 ■人口 約4,400人 ■指定地域 過疎、振興山村、特豪
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 ニセコに隣接する地域として尻別川をはじめとする川、山、海
すべてがそろった自然豊かな町

 町内で育てている米は「らんこし米」として美味。米の日本一
を決める米-１グランプリを行うなど、米の町としてブランド
化！

 米だけでなく野菜、ワイン用ブドウなど、さまざまな農産物が
作られ、すべてがおいしい！

 町内に７つの温泉郷があり、それぞれ良質で異なった泉質が
堪能できる！

米をおかずにご飯が進む！らんこし米 温泉が湧く！大湯沼 実は珍しい！簡易委託駅の蘭越駅



応援隊の活動報告
これまでの活動
 ２,３か月に１回程度webで打ち合わせを行い、現場での課題・問題意識を把握するとともに、町
長の上京時に懇談を行い、町トップの方向性を確認した。

 現地調査を１回実施し、農家、観光協会、役場と意見交換するとともに、問題の深掘りを実施。

今後の方針
 web打ち合わせや現地調査を行い、引き通き問題解決の方向性を定める。
 観光施策については方向を定めたうえで、観光資源の深掘り、外部からの視点の提供を進める。
 地域ブランド化を進める農業についても、方向性をさらに進めて、課題を深掘りする。

蘭越町の課題 ■政策分野 農作物のブランド化、観光振興
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 特産品である「らんこし米」について、地域ブランドとしての推進をより進めていこうとしており、
農家、商工会、JAといった関係者をまとめた推進のあり方を検討する必要

 ニセコの西側に位置することから、奥ニセコとしての観光施策を進めているものの実態が伴わず、
観光資源の深掘りが課題

 観光による訪問者は増えているが、滞在型とするのか、回遊型とするのか、今後進めていく方向を定
めていく必要
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